
次回
６月19日
の
例会

★12：30点鐘
★東山荘
★第６回クラブ協議会
　全員

ロータリーは分かちあいの心
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

第2044回 例会プログラム

会員慶事

●例　会　場／ヒルトン小田原
●開 会 点 鐘／18：00
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／移動例会　親睦活動委員会

●会員誕生日　６月14日　水口正宏君 
●夫人誕生日　６月17日　井口修一君 夫人 あさ様
●皆出席　　　６月９日　井上　元君（３年） 
　　　　　　　６月10日　石川又英君（15年）

 ６月は、水無月とも言います。カルミア（花笠しゃくなげ）の紅色の小さな花が、
青葉を背景に、あざやかに映え咲いています。 
１．ロータリーのご報告
　私どもクラブは、41年前の1967年６月１日、沼津北ロータリークラブのスポン
サーのもと、創立会員30名にてクラブを創立し、認証日は６月23日でした。創立記念日には、クラ
ブの認証状とバナーを掲示することになっています。

２．話のさんぽ道
 今日は、「クラブ創立記念日」にちなみ、ロータリアンの道徳的な目じるし「四つのテスト、その
時々に」について学んでみましょう。
 私どもクラブの会員は、約三分の一は企業の創業者、過半数は二代目以後の方々です。現会員の平
均年齢が61歳代ですから、「団塊の世代」のクラブとも言えそうです。
 先ごろ、「三国志」は、経営者必読本の一つである話をしました。今日は、日本のビジネスマンの
人気本の一つ、弘兼憲史作の大河ロマン「島耕作」を紹介します。弘兼憲史は、松下電器勤務をへ
て、32歳で「ビックコミック」にデビューした社会派の作家で、松下政経塾講師団の一員です。こ
の本は、昭和58年より「週刊モーニング」に、連載がつづいているシリーズ漫画です。
 あらすじは、団塊世代のサラリーマン・島耕作が、「実力と運」にめぐまれながら課長、部長、取
締役、専務そして社長になるサクセス・ストーリーです。この主人公は、昇進してゆく過程にて、
その時代の情勢をタテ糸に、会社・家庭・女性との関わりをヨコ糸にして、時の流れに人間模様を
織りなしています。すなわち、この物語は、「島耕作」という一人の男のサラリーマン人生を、リア
ルに描いたものであり、しかも、その内容が実に示唆に富み、団塊世代に熱い激励をおくり、幅広
い世代に共感を得るため、根強い人気があります。
 島耕作あるいは作者・弘兼憲史が、ロータリアンかどうかは分かりませんが、主人公にはロータ
リー家族のような雰囲気があり、真面目で前向きな生き方には、「四つのテスト」と重なりあうもの
があります。
 それにしても、先が見えない不確実な世相・時代が、長い間、渦まいています。このような状況で
も、私どもは、経営者または社会人として「判断する」あるいは「決断する」ことを絶えず背負っ
ています。その時々には、培っている「四つのテスト」が自然に作用し、信念を支えてくれている
ように思います。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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出 席の 報 告6
5

5
22

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 52名 88.14％ 100.00％

勝又安彦君・水口正宏君・大森清治君・斉藤礼志君 
菅沼　久君・臼井良太君・山内強嗣君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（７名）

メ ー プの キ ッャ
５月16日
５月21日
５月23日
５月26日

５月27日
５月30日 
６月２日
６月３日

裾 野  
長 泉  
裾 野  
山 中 湖  

沼 北  
裾 野  
長 泉  
沼 北  

芹澤　正明君 
渡辺　　巌君 
斉藤　礼志君 
勝又　敏樹君 

大森　清治君 
井上　　元君 
勝又　敏雄君 
秋田　悦夫君 

小野篤之君

御殿場ロータリー 
創立記念日に因んで

　温故知新と申しますか、Ｒ.Ｉの
簡単な歴史を振り返ってみたいと思います。
　混沌とした状態であったシカゴに孤独な弁護士ポール
ハリスが、1905年２月23日夜、仲間４人とクラブを立ち
上げました。この日がロータリーにとって重要な日になっ
た瞬間でした。
　当初は１．クラブ会員同士の支援と親睦、２．クラブ会
員の事業上の利益［互恵］の綱領の下に発足をしたので
すが、1907年ドナルド・カーターが［公共奉仕を実施す
る］ことを提言し、ここに第３の綱領が誕生いたしまし
た。すなわちこの綱領はシカゴ市の最大の利益を推進し
シカゴ市民としての誇りと忠誠心を市民の間に広めるこ
とを目的としたものであります。
　1915年に［ロータリーの倫理訓］が採決され、ロータ
リークラブはこの倫理規定を柱としました。1922年組織
名が［国際ロータリー］となった後も、ロータリー綱領
は幾多の変遷を経て、1951年［有益な事業の基礎として
奉仕の理想を鼓吹しこれを育成する］という綱領が決定
されました。この綱領の詳細である４分野はロータリア
ン誌に説明されております。
　又、４分野の綱領を実施する方法として、１．クラブ
奉仕　２．職業奉仕　３．社会奉仕　４．国際奉仕「1921
年加」５．青少年奉仕「後に新世代奉仕に変更」が挙げ
られています。
　1943年　ハーバート・ティーラーは４つのテスト（言
行をこれに照らして）を発表しました。
　1914年、順調に発展していたロータリー運動に大惨事
が起こりました。第１次世界大戦の勃発です。この大戦

は４年間続き、その後1929年の世界大恐慌、1941年から
５年間に及ぶ第２次世界大戦、そして、東西冷戦と世界
は激動し、その間ロータリーの会員数は激減することと
なったのです。また、ロータリーの倫理訓や道徳律に関
して、宗教団体の反発や、フリーメースンとの関係を勘
ぐられたり、当時の言論界［バーナードショウ等］に批
判を浴びせられた時期がありました。
　成長発展を続けるＲ.Ｉでは、様々なプログラムを進
める上で資金を確保するという考えに向かいました。ま
ず、1916～17年にロータリー基金を立ち上げました。ス
タート時は26.5ドル、６年経過しても700ドルしか集ま
らなかったために、1928年、基金の名称をロータリー財
団へと変更しました。ロータリー財団への寄付には、年
次寄付と恒久基金［ベネファクター］とがあり、その他
に使途指名寄付があります。
　ロータリー財団のプログラムには教育的プログラム「国
際親善奨学金プログラム、ＧＳＥ等」と人道的プログラ
ム「ポリオプラス等」があり、世界から注目をあびてお
ります。
　1920年米山梅吉先生がもたらしたロータリーの思想は
日本全国に燎原の火の様に広がりました。そして1967年、
沼津クラブの橋本九市君、沼津北クラブの鈴木栄蔵君、
橋本三男君、小早川伝太郎君、大庭健三君、５人のキー
メンバーの尽力により20数名のチャーターメンバーと共
に６月１日に御殿場Ｒ.Ｃをスタートさせたわけであり
ます。ロータリーを作り、育ててくれた先人に想いを馳
せると共に、これを更に成長、発展させるのが私達の責
務と思っております。

6  5のスマイル
・何とか57歳の誕生日を迎えることができました。これからも皆様よろ 
　しくご指導の程お願いします。　　　　　　　　　　　嶋田泉太郎君 
・生野さん、娘のかわいい写真を大変長いこと飾っていただきありがと　
　うございます。やはりかわいいです。　　　　　　　　　豊山　篤君

国際ロータリークラブ 
加盟認定状とバナー


